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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送出路に残ったスプレー材料を追い出すためのパージ空気の供給通路を備えた空気パー
ジ式速硬化材料用スプレーガンを洗浄する方法であって、
　ＤＭＳＯ（ジメチルスルホキシド）と少なくとも一つの凝固温度降下成分とを含む洗浄
剤の供給源を設ける段階と、
　前記洗浄剤をパージ空気の流れる前記供給通路に導入することで洗浄剤をパージ空気と
ともにスプレー材料の送出路に送り込んで送出路に残ったスプレー材料を洗い流す段階と
を有する方法。
【請求項２】
　前記凝固温度降下成分がＤＢＥ（二塩基酸エステル）を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記凝固温度降下成分が水を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記凝固温度降下成分がＤＢＥ（二塩基酸エステル）と水とを含む請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記洗浄剤が約６２．５質量％のＤＭＳＯ（ジメチルスルホキシド）と３２．５質量％
のＤＢＥ（二塩基酸エステル）と５質量％の水とを含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
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　送出路に残ったスプレー材料を追い出すためのパージ空気の供給通路を備えた空気パー
ジ式速硬化材料用スプレーガンを洗浄する方法であって、
　ＤＭＳＯ（ジメチルスルホキシド）と少なくとも一つの凝固温度降下成分とを含む洗浄
剤の供給源を設ける段階と、
　前記洗浄剤をパージ空気の流れる前記供給通路に導入することで洗浄剤をパージ空気と
ともにスプレー材料の送出路に送り込んで送出路に残ったスプレー材料を洗い流す段階と
を有し、
　前記凝固温度降下成分がＤＢＥ（二塩基酸エステル）と水とを含む方法。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００７年９月１１日に出願された米国出願第６０／９７１，３０５号の利
益を主張し、その内容は参照によってここに援用される。本出願は、２００８年４月２４
日に出願された米国出願第６１／０４７，４８２号の利益も主張しており、その内容は参
照によってここに援用される。
【背景技術】
【０００２】
　ポリウレタン、ポリウレア等を使用する場合の速硬化材料用ポンプ及びスプレー装置を
洗浄するために用いられる従来の溶媒は、石油スピリット、キシレン、アセトン、Ｎ－ブ
チルアセテート、ブチルセロソルブ、ブチルカルビトール、Ｎ－ブチルアルコール、メチ
ルエチルケトン（ＭＥＫ）、メチルイソブチルケトン、ストッダード（Stoddard）、グリ
コールエーテル、Ｎ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）、及びダイナソルブ（DynaSolve）ブ
ランドの溶媒を含む。これらの材料の多くは、それらに付随するある程度の毒性を有する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６，６０８，０１２号明細書
【発明の概要】
【０００４】
　速硬化材料用スプレーガンを洗浄して洗い流す方法が開示されており、前記方法は好適
な実施形態において、約６２．５重量％のＤＭＳＯ、３２．５重量％のＤＢＥ及び５重量
％の水の混合物を使用する。この混合物は霧化した際に無毒であり、１０°Ｆ未満に液体
の凝固点を低下させる。前記溶媒はパージ用空気と混合されてガンから霧状に放出される
ため、無毒の溶媒が利用されることが重要であり、また、混合物の凝固点が十分に低いこ
とによって寒冷気候において凍結することなく使用可能であることが重要である。
【０００５】
　これら及び他の対象並びに本発明の利点は、添付の図面と組み合わせて作られている以
下の説明から十分に明らかになるであろう。添付の図面においては、類似の参照記号はい
くつかの図面において同一又は類似の部品を表す。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本発明の方法を使用する流体を噴霧するためのエアパージガンの好適な
実施形態であって、ガンが噴霧していない状態を示している。
【図２】図２は、本発明の方法を使用する流体を噴霧するためのエアパージガンの好適な
実施形態であって、ガンが噴霧している状態を示している。
【発明を実施するための形態】
【０００７】



(3) JP 5694918 B2 2015.4.1

10

　速硬化材料用スプレーガン１０を洗浄及び洗い流す方法が開示されており、前記方法は
好適な実施形態において、約６２．５重量％のＤＭＳＯ（ジメチルスルホキシド）、３２
．５重量％のＤＢＥ（二塩基酸エステル）及び５重量％の水の混合物１２を使用する。こ
の混合物１２は霧化した際に無毒であり、１０°Ｆ未満に液体の凝固点を低下させる。前
記溶媒はパージ用空気１４と混合されてガン１０から霧状に放出されるため、無毒の溶媒
が利用されることが重要であり、また、混合物の凝固点が十分に低いことによって寒冷気
候において凍結することなく使用可能であることが重要である。
【０００８】
　以下の請求項によって規定される発明の精神及び範囲から逸脱することなく、様々な変
更及び改良が当該洗浄方法に適用可能であることが意図される。
                                                                                

【図１】 【図２】
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